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第
一
部　

旧
筑
豊
鉱
山
学
校
所
蔵
文
化
財
の
保
管
・
展
示
に
つ
い
て

一
．
筑
豊
鉱
山
学
校
の
歴
史

　

筑
豊
鉱
山
学
校
は
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
が
経
営
母
体
と
な
り
、
鉱
山
技
術
者
の
養

成
校
と
し
て
北
の
秋
田
鉱
山
学
校
と
並
ぶ
西
日
本
の
鉱
山
専
門
学
校
を
目
指
し
、
大

正
八
年
一
九
一
九
に
開
校
し
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
一
九
四
八
に
財
団
法
人
筑
豊
鉱
山
高
等
学
校
と
改
称
し
た
後
、
昭

和
二
十
五
年
一
九
五
〇
に
県
立
に
移
管
さ
れ
福
岡
県
立
筑
豊
鉱
山
高
等
学
校
と
な

り
、
昭
和
三
十
六
年
一
九
六
一
に
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
に
改
称
し
た
。

　

平
成
十
七
年
二
〇
〇
五
に
福
岡
県
立
鞍
手
竜
徳
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
閉
校
と
な

っ
た
。

二
．
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
所
蔵
文
化
財
の
保
管
お
よ
び
筑
豊
高
等
学
校
資
料
室
で
の
一

部
展
示
に
つ
い
て

　

筑
豊
鉱
山
学
校
の
設
立
以
来
、
福
岡
県
立
筑
豊
工
業
高
等
学
校
の
閉
校
ま
で
に

蓄
積
さ
れ
た
石
炭
産
業
に
関
す
る
多
数
の
貴
重
な
文
化
財
（
書
籍
・
文
書
・
写
真
・

十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
・
機
械
器
具
・
鉱
物
標
本
な
ど
）
は
閉
校
に
よ
り
散
逸
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
課
を
経
て
現
在
は
福
岡
県
立
九
州
歴
史

資
料
館
（
福
岡
県
小
郡
市
）
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
二
〇
〇
八
に
旧
筑
豊
工
業
高
校
跡
地
に
移
転
し
て
き
た
福
岡
県
立
筑

豊
高
等
学
校
の
ご
好
意
に
よ
り
、
新
校
舎
の
一
角
に
旧
筑
豊
工
業
（
鉱
山
）
高
校
が

所
蔵
し
て
い
た
文
化
財
の
一
部
を
展
示
す
る
資
料
室
が
設
置
さ
れ
た
。

　

こ
の
資
料
室
を
管
理
し
、
来
訪
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て
後
世
に
貴
重
な
資
料
を
伝

え
て
い
く
た
め
、同
年
に
「
旧
筑
豊
工
業
（
鉱
山
）
高
校
所
蔵
文
化
財
を
伝
え
る
会
」

が
設
立
さ
れ
、
筑
豊
工
業
（
鉱
山
）
高
校
の
同
窓
会
で
あ
る
地
光
会
の
有
志
お
よ
び

趣
旨
に
賛
同
す
る
地
元
諸
団
体
の
有
志
に
よ
り
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
に
開
館
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
。
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玉

井

昭

次

【
調
査
報
告
】
旧
筑
豊
鉱
山
学
校
所
蔵
文
化
財
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
管
・
展
示
と
教
材
写
真
に
つ
い
て



（
三
）
写
真
の
種
類

　
　

①
写
真
（
色
付
き
お
よ
び
白
黒
）

　

カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
撮
影
が
普
及
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
以
降
で

あ
り
、
色
付
き
の
も
の
は
白
黒
写
真
に
手
作
業
で
着
色
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
初
年
に
こ
う
し
た
着
色
写
真
が
外
国
人
向
け
に
販
売

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

②
絵
（
色
付
き
お
よ
び
白
黒
）

　
　
　
　

文
章
が
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
　

③
図
面

　
　
　
　

英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
文
章
入
り
の
も
の
も
あ
る
。

　
　

④
文
章

　
　
　
　

説
明
文
が
中
心
で
あ
る
が
、
和
歌
や
漢
詩
も
あ
る
。

（
四
）
教
材
と
し
て
の
幻
燈
機
使
用
の
可
能
性

　

一
枚
の
写
真
で
は
多
数
の
生
徒
に
見
せ
る
た
め
に
は
不
適
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ガ

ラ
ス
板
写
真
の
形
態
で
作
成
保
存
し
た
の
は
幻
燈
機
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
し

た
可
能
性
が
あ
る
が
、
機
材
お
よ
び
記
録
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
不
明
で
あ

る
。
昭
和
十
五
年
一
九
四
〇
卒
（
現
在
八
十
九
歳
）
お
よ
び
昭
和
二
十
二
年

一
九
四
七
卒
（
現
在
八
十
二
歳
）
の
卒
業
生
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
う
し

た
視
聴
覚
教
育
を
受
け
た
記
憶
は
な
い
」
と
の
回
答
で
、
戦
中
戦
後
の
厳
し
い

時
期
に
お
い
て
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

教
育
現
場
で
の
幻
燈
機
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
二
年
一
八
七
九
の
教

育
令
発
布
以
降
、「
視
覚
に
訴
え
る
近
代
道
徳
の
教
材
の
一
つ
と
し
て
普
及
が

図
ら
れ
た
」、「
師
範
学
校
に
頒
布
さ
れ
た
」
な
ど
の
資
料
が
あ
り
、
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
も
「
視
聴
覚
教
材
と
し
て
本
格
的
に
学
校
教
育
に
取
込
ま
れ
、
戦
前

第
二
部　

旧
筑
豊
鉱
山
学
校
所
蔵
の
教
材
写
真
に
つ
い
て

一
．
九
州
大
学
記
録
資
料
館
で
の
保
管
と
ス
ラ
イ
ド
化
、
ア
ル
バ
ム
化

　

所
蔵
資
料
の
う
ち
、
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
九
百
五
十
枚
の
写

真
は
、
移
管
に
関
す
る
記
録
が
現
存
し
な
い
た
め
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
現
在
、
九

州
大
学
記
録
資
料
館
・
産
業
経
済
資
料
部
門
（
旧
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
）
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
は
紙
で
な
く
破
損
し
や
す
い
ガ
ラ
ス
板
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
、

研
究
・
発
表
の
便
宜
の
た
め
同
館
に
よ
り
全
部
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
、
併
せ

て
紙
に
焼
き
付
け
て
ア
ル
バ
ム
に
収
納
（
全
七
冊
）
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
同
館
か

ら
借
用
し
た
ガ
ラ
ス
板
・
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
・
紙
写
真
の
三
者
を
突
合
わ
せ
て
整

理
し
、
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
内
容
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
．
教
材
写
真
の
概
容

（
一
）
写
真
の
枚
数

　

総
数
は
九
百
五
十
枚
で
あ
る
が
、
表
焼
き
（
ポ
ジ
）
の
ほ
か
に
裏
焼
き
（
ネ
ガ
）

も
含
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
裏
焼
き
の
み
で
表
焼
き
が
存
在
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

裏
焼
き
の
状
態
で
重
複
し
て
い
る
二
百
五
枚
を
除
い
た
純
枚
数
は
七
百
四
十
五
枚

で
あ
る
。

（
二
）
写
真
の
状
態

　

大
部
分
は
保
存
状
態
が
よ
く
鮮
明
で
あ
る
が
、
中
に
は
汚
損
が
ひ
ど
く
て
全
く
見

え
な
い
も
の
や
一
部
が
汚
損
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
表
焼
き
の
ほ
う
が
不
鮮
明
で

裏
焼
き
の
ほ
う
が
鮮
明
な
も
の
も
あ
る
。
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・
安
全
統
計
の
対
象
期
間
が
大
正
十
年
一
九
二
一
～
昭
和
五
年
一
九
三
〇
。

・
昭
和
七
年
一
九
三
二
の
上
海
事
変
関
係
の
写
真
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
推
測
し
て
昭
和
一
桁
の
末
頃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和

十
二
年
一
九
三
七
以
降
戦
時
経
済
統
制
が
厳
し
く
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
う
し
た

教
材
を
九
百
五
十
枚
も
作
成
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

末
尾
の
ほ
う
に
昭
和
十
三
年
一
九
三
八
の
日
付
が
あ
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
水
栽
培

の
写
真
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
的
に
後
で
追
加
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
七
）
写
真
の
種
類

　

大
別
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
が
作
成
お
よ
び
保
存
の
経
緯
は
資
料
が
な
く

不
明
で
あ
る
。

　
　

①
炭
鉱
に
お
け
る
安
全
教
育
に
関
す
る
も
の

　

安
全
週
間
の
行
事
紹
介
、
安
全
教
育
資
料
（
安
全
行
動
と
不
安
全
行
動
の

対
比
な
ど
）、
精
神
修
養
資
料
な
ど
内
容
的
に
は
学
校
教
育
で
は
な
く
炭
鉱

現
場
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
ま
た
は
大
手

炭
鉱
で
作
成
使
用
し
た
も
の
を
学
校
で
保
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
坑
内

作
業
の
描
写
は
世
界
記
憶
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
山
本
作
兵
衛
翁
の
絵
よ
り
も

近
代
的
で
リ
ア
ル
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
作
成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
極
め
て
珍

し
い
。

　
　

②
技
術
教
育
に
関
す
る
も
の

　

地
層
・
鉱
物
な
ど
石
炭
に
関
す
る
も
の
、
削
岩
機
・
安
全
燈
・
炭
車
な
ど

炭
鉱
で
使
用
す
る
機
械
器
具
に
関
す
る
も
の
、
な
ど
で
英
語
・
独
語
の
原
書

か
ら
複
写
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

　
　

③
一
般
教
養
に
関
す
る
も
の

　

修
身
・
歴
史
・
地
理
な
ど
の
授
業
の
補
助
教
材
の
可
能
性
が
あ
る
。
日
露

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
戦
後
の
占
領
政
策
な
ど
で
も
重
用
さ
れ
な
が
ら
、
昭
和

三
十
年
代
ま
で
利
用
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
筑
豊
鉱
山
学
校
に
お
い

て
も
確
証
は
な
い
が
ガ
ラ
ス
板
写
真
を
利
用
し
た
幻
燈
機
に
よ
る
視
聴
覚
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
五
）
ス
ラ
イ
ド
写
真
の
現
状

　

な
お
幻
燈
機
の
後
に
登
場
し
た
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
に
用
い
ら
れ
る
ス
ラ
イ
ド

（
写
真
）
と
は
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
程
度
の
透
過
原
稿
で
あ
り
、
現
像
済

み
の
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ま
た
は
紙
製
の
枠（
マ
ウ
ン
ト
）

に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

映
像
や
図
面
を
小
さ
な
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
て
利
用
・
保
管
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
収
納
や
携
帯
の
便
が
よ
く
、
画
面
も
鮮
明
な
た
め
学
校
教
育
や
学
会
・

講
演
会
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
き
た
が
二
十
世
紀
末
か
ら
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
よ
る
映
写
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

　

平
成
十
六
年
二
〇
〇
四
に
は
コ
ダ
ッ
ク
社
が
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
の
生
産
を
や

め
て
お
り
、現
在
で
は
資
料
館
や
学
校
で
も
保
有
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、

今
回
の
作
業
で
も
映
写
機
の
確
保
に
苦
労
し
た
。

（
六
）
教
材
写
真
作
成
の
時
期

　

記
録
資
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
作
成
時
期
を
推
理
す
る
た
め
の
記

述
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

・
昭
和
三
年
一
九
二
八
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
全
国
安
全
週
間
」
の
行
事
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

・
菊
池
庄
吉
（
後
述
）
に
関
す
る
新
聞
記
事
の
日
付
が
昭
和
六
年
一
九
三
一
、

手
紙
の
日
付
が
昭
和
八
年
一
九
三
三
、
表
彰
状
の
日
付
が
昭
和
六
年

一
九
三
一
。
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（
二
）
安
全
教
育
資
料
（
八
～
十
七
）

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　
　

坑
内
で
の
災
害
発
生
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
文
章
で
注
意
事
項
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

（
三
）
裏
焼
き
（
十
九
～
二
十
六
）

　
　

（
一
）
お
よ
び
（
二
）
の
裏
焼
き
。

・
表
焼
き
が
な
い
も
の
も
あ
る
。（
以
下
に
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
都
度
の

記
載
は
省
略
す
る
）

（
四
）
安
全
教
育
資
料
（
二
十
七
～
五
十
七
）
写
真
①

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　
　

安
全
週
間
ポ
ス
タ
ー
、
坑
内
で
の
災
害
発
生
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
安
全
行
動
と
不
安
全
行
動
が
わ
か
り
や
す
く
対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

・
右
か
ら
横
書
き
と
左
か
ら
横
書
き
が
混
在
し
て
い
る
。（
以
下
同
じ
）

二
．
保
安
人
の
心
得
に
関
す
る
も
の
（
五
十
八
～
六
十
八
）

　
　

「
白
黒
文
章
」

　

保
安
人
の
定
義
と
業
務
、
保
安
人
の
心
得
に
続
い
て
、
災
害
防
止
と
炭
鉱

に
関
す
る
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

・
和
歌
の
中
に
は
御
製
も
あ
る
。
明
治
天
皇
の
作
か
。

　
　
　

・
一
部
汚
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。（
以
下
同
じ
）

三
．
菊
池
庄
吉
の
安
全
活
動
に
関
す
る
も
の
（
六
十
九
～
九
十
九
）
写
真
②

　

菊
池
庄
吉
（
北
海
道
炭
礦
汽
船
夕
張
炭
礦
の
運
搬
夫
兼
支
柱
夫
）
の
災
害
防
止
活

戦
争
、
上
海
事
変
（
市
街
戦
、
爆
弾
三
勇
士
な
ど
）、
現
代
の
海
軍
な
ど
軍

事
教
育
の
教
材
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

赤
穂
義
士
、
江
戸
時
代
の
筑
後
の
治
水
工
事
な
ど
紙
芝
居
的
な
教
材
も
あ

り
興
味
深
い
。
皇
居
・
神
社
仏
閣
・
各
地
の
名
所
旧
跡
や
観
光
地
な
ど
絵
葉

書
的
な
も
の
も
多
い
。

第
三
部　

教
材
写
真
の
内
容
に
つ
い
て

　

教
材
写
真
の
内
容
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
の
番
号
順
に
説
明
す
る
（
ガ
ラ
ス

板
写
真
の
番
号
は
連
続
性
が
な
く
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
の
番
号
と
は
全
く
一
致
し
て
い

な
い
）。
分
類
は
本
稿
作
成
に
伴
う
も
の
で
ア
ル
バ
ム
に
記
載
さ
れ
て
い
る
分
類
と

は
異
な
る
。
な
お
表
記
は
一
部
の
固
有
名
詞
を
除
き
新
字
体
を
使
用
し
て
い
る
。

第
一
章
．
炭
鉱
に
お
け
る
安
全
教
育
に
関
す
る
も
の

一
．
安
全
週
間
に
関
す
る
も
の

（
一
）
安
全
週
間
行
事
（
一
～
七
お
よ
び
十
八
）

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　

安
全
週
間
の
緑
門
（
学
校
の
運
動
会
の
入
退
場
門
の
よ
う
な
も
の
）、
小

学
生
・
家
族
・
主
婦
会
・
処
女
会
（
当
時
の
未
婚
女
性
の
組
織
名
）
な
ど
の

入
坑
者
見
送
り
風
景
、
炭
車
と
案
山
子
、
炭
鉱
夫
の
入
坑
風
景
、
山
の
神
様

へ
の
安
全
祈
願
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

・
筑
豊
鉱
山
学
校
の
す
ぐ
近
く
の
筑
豊
炭
田
の
炭
鉱
で
は
な
く
北
海
道
の

「
夕
張
鉱
」（
の
ぼ
り
の
文
字
か
ら
判
明
）
で
あ
り
、
菊
池
庄
吉
と
第
二
代

福
田
政
記
校
長
と
の
関
係
（
後
述
）
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
た
可
能
性

が
あ
る
。
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「
災
害
防
止
研
究
会
の
活
動
内
容
の
紹
介
」

・
会
社
の
安
全
管
理
体
制
が
完
全
に
整
っ
て
い
な
い
当
時
の
坑
員
に
よ
る
自

主
管
理
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
の
で
、
全
文
を
紹
介
す
る
。

『（
一
）
委
員
は
毎
週
一
方
（
注
・
一
番
方
の
方
）
自
分
の
仕
事
を
休
み
、
自

分
の
受
持
区
域
を
回
り
、
怪
我
人
を
出
さ
ぬ
よ
う
に
注
意
す
る
。
そ
の
他
仕

事
の
指
導
、
援
助
を
も
す
る
。

（
二
）
各
委
員
は
毎
朝
一
遍
通
り
必
ず
受
持
現
場
を
回
り
、
怪
我
人
を
出
さ

ぬ
よ
う
に
努
め
、
ま
た
あ
れ
や
こ
れ
や
の
指
導
を
も
す
る
。』（
七
十
九
）

『（
三
）
委
員
は
常
に
傷
薬
、
包
帯
等
の
応
急
治
療
材
料
を
持
っ
て
回
り
、
負

傷
者
に
対
す
る
応
急
手
当
を
す
る
。

（
四
）
一
カ
月
一
度
、
委
員
会
を
開
き
、
災
害
防
止
上
の
研
究
を
す
る
。

（
五
）
会
社
の
行
う
安
全
運
動
に
は
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
れ
を
助
け
、
災
害

防
止
の
報
告
を
一
般
に
飲
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
尽
力
す
る
。』（
八
十
）

『（
六
）
自
費
で
印
刷
機
を
購
入
し
印
刷
物
を
一
般
従
業
者
に
配
布
し
、
災
害

防
止
に
つ
い
て
の
注
意
を
喚
起
す
る
。

（
七
）
会
長
は
負
傷
者
を
慰
問
し
、
か
た
が
た
負
傷
の
原
因
を
聞
き
取
っ
て

将
来
の
参
考
に
す
る
。』（
八
十
一
）』

四
．
災
害
防
止
研
究
会
の
資
料
（
百
～
百
四
十
八
）

　

明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
資
料
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
前
項
の
災
害
防
止
研
究

会
の
資
料
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　
　

災
害
防
止
教
育
の
資
料
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

・
落
盤
事
故
の
発
生
と
そ
の
後
の
展
開
が
紙
芝
居
形
式
で
描
か
れ
、
登
場
人

動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

「
新
聞
記
事
」（
鉱
山
新
聞
・
安
全
号
、
昭
和
六
年
一
九
三
一
・
六
月
五
日
）

　
　

「
手
紙
」（
菊
池
庄
吉
か
ら
筑
豊
鉱
山
学
校
長
福
田
政
記
へ
の
私
信
の
末
尾
、

昭
和
八
年
一
九
三
三
・
一
月
十
日
）

・
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
か
ら
夕
張
炭
鉱
の
安
全
活
動
に
関

す
る
資
料
が
学
校
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
　

「
表
彰
状
」（
社
団
法
人
日
本
鉱
山
協
会
、
災
害
防
止
研
究
会
の
組
織
と
災
害

の
防
止
へ
の
尽
力
に
対
す
る
表
彰
、
昭
和
六
年
一
九
三
一
・
五
月
一
日
）

　
　

「
人
物
紹
介
」

・
菊
池
庄
吉
は
当
時
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
以
下
文
章
は
現
代
表
記
に
改
め

た
。

『
菊
池
君
は
こ
の
仕
事
の
た
め
、
自
分
の
仕
事
を
休
ん
で
作
業
場
を
回
り
、

ま
た
一
面
相
当
の
入
費
が
い
る
け
れ
ど
も
、
一
切
他
の
助
力
を
避
け
、
す
べ

て
乏
し
い
自
分
の
懐
か
ら
出
し
仲
間
と
共
同
し
て
専
心
災
害
防
止
に
努
力
し

た
。』（
七
十
六
）

『
し
か
し
初
め
は
未
だ
菊
池
君
の
仕
事
の
尊
い
こ
と
が
わ
か
ら
ぬ
間
は
、
一

部
の
者
か
ら
反
感
を
買
い
「
な
ん
だ
、
余
計
な
こ
と
を
始
め
て
偉
ぶ
っ
て
い

る
」
と
か
「
な
に
、彼
奴
ら
は
会
社
の
提
灯
持
だ
」
な
ん
て
悪
口
を
言
わ
れ
、

と
か
く
と
か
く
事
業
の
遂
行
を
妨
げ
ら
れ
た
。』（
七
十
七
）

『
い
っ
た
い
災
害
防
止
活
動
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
炭
坑
ば
か
り
に
任
せ

て
お
く
も
の
で
は
な
く
、
我
々
が
自
発
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
、
と
て
も
充
分

に
効
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
そ
れ
に
は
先
ず
第
一
に
労
務
者
の
注
意

を
仲
間
の
力
で
呼
び
起
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
同
志
を
募
っ
て
「
最
上
坑

右
二
坑
道
災
害
防
止
研
究
会
」
を
創
立
し
た
。』（
七
十
八
）
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七
．
安
全
教
育
資
料
（
二
百
十
九
～
三
百
四
十
一
）
写
真
③

　
　

「
色
付
き
絵
」
お
よ
び
「
白
黒
絵
」

　

坑
内
災
害
死
傷
者
発
生
理
由
円
グ
ラ
フ
（
大
正
十
年
一
九
二
一
～
昭
和
四

年
一
九
二
九
お
よ
び
大
正
十
年
一
九
二
一
～
昭
和
五
年
一
九
三
〇
）、
安
全

教
育
の
有
無
に
よ
る
結
果
の
対
比
、
坑
内
で
の
災
害
発
生
状
況
（
文
章
が
入

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
安
全
行
動
と
不
安
全
行
動
を
対
比
し
た
も
の
も
あ

る
）
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

・「
雷
管
を
締
め
る
と
き
は
歯
で
噛
む
な
、
雷
管
鋏
で
せ
よ
」
な
ど
と
具
体

的
に
書
い
て
あ
っ
て
面
白
い
。

　

円
グ
ラ
フ
の
一
つ
を
数
表
で
表
わ
す
と
次
の
通
り
で
、
落
盤
に
よ
る
死
者

が
圧
倒
的
に
多
い
。

福
岡
鉱
山
監
督
局
管
内
石
炭
山
坑
内
変
死
者
数
お
よ
び
割
合

（
大
正
十
年
～
昭
和
五
年
の
一
年
平
均
）

原　

因

死
者
数

割　

合

落　

盤

三
一
五
人

六
二
％

炭　

車

一
〇
二
人

二
〇
％

爆　

発

　

二
二
人

　

四
％

発　

破

　
　

六
人

　

一
％

そ
の
他

　

六
八
人

一
三
％

八
．
安
全
運
動
資
料
（
三
百
四
十
二
～
三
百
五
十
九
）

　
　

「
白
黒
文
字
」（
漢
詩
も
あ
る
）

　

安
全
施
設
・
自
発
的
災
害
防
止
運
動
（
車
輪
の
絵
あ
り
）、
保
安
能
率
の

樹
（
樹
木
に
文
字
が
書
か
れ
た
絵
あ
り
）、
安
全
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
係

員
の
任
務
、
保
安
の
方
法
、
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

物
の
セ
リ
フ
つ
き
の
も
の
も
あ
っ
て
説
得
力
が
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
最
後
の
絵
は
青
空
の
下
で
花
園
に
立
つ
若
い
夫
婦
が
描
か
れ
、
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

五
．
坑
山
保
安
美
談
（
百
四
十
九
～
百
九
十
八
）

　

明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
資
料
の
内
容
お
よ
び
次
の
グ
ル
ー
プ
が
夕
張
炭
鉱
で
の

安
全
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
菊
池
庄
吉
を
モ
デ
ル
に

作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

「
色
付
き
絵
」
お
よ
び
「
白
黒
文
章
」

・
大
和
武
夫
係
員
（
注
・
安
全
指
導
を
担
当
し
て
い
る
職
員
か
）
と
石
山
真

人
採
炭
夫
の
対
話
形
式
で
展
開
す
る
。
結
末
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
そ
れ
か
ら
採
炭
夫
石
山
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
真
面
目
の
男
と
な
っ
た
。
仲

間
の
冷
笑
、
悪
口
を
も
の
と
も
せ
ず
熱
心
に
説
き
回
っ
た
。
そ
の
山
に
二
十

年
も
い
る
と
い
う
立
派
な
採
炭
夫
も
、
彼
の
組
に
加
わ
っ
て
頭
株
と
な
っ
て

く
れ
た
。
大
和
君
が
陰
に
陽
に
彼
を
援
助
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

か
く
し
て
い
つ
か
勝
利
の
春
が
訪
れ
た
。
全
坑
一
致
の
自
発
的
災
害
防
止
運

動
の
勃
興
！
今
や
彼
は
炭
坑
の
勇
士
と
し
て
そ
の
名
は
わ
が
国
に
あ
ま
ね
く

知
れ
わ
た
る
に
至
っ
た
。』

六
．
夕
張
炭
鉱
で
の
安
全
活
動
（
百
九
十
九
～
二
百
十
八
）

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　

夕
張
炭
鉱
の
全
景
、
炭
鉱
の
建
物
、
坑
口
と
坑
夫
た
ち
、
安
全
行
事
（
女

性
の
集
会
や
仮
装
行
列
も
あ
る
）、
表
彰
式
、
会
議
、
資
料
作
成
、
炭
鉱
の

設
備
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
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ろ
に
当
時
の
時
代
風
景
が
感
じ
ら
れ
る
。

十
二
．
精
神
修
養
資
料
（
山
の
神
様
と
の
対
話
）（
四
百
四
十
八
～
四
百
六
十
九
）

　
　

「
白
黒
絵
」

　

山
の
神
社
に
参
拝
し
て
勝
手
な
こ
と
を
神
頼
み
す
る
人
々
に
対
す
る
山
の

神
様
の
回
答
が
描
か
れ
て
い
る
。

・「
よ
い
運
が
回
っ
て
き
ま
す
よ
う
に
」、「
よ
い
男
を
亭
主
に
持
ち
ま
す
よ

う
に
」、「
亭
主
の
病
気
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」、「
あ
の
娘
と
そ
わ
れ

ま
す
よ
う
に
」、「
息
子
が
カ
フ
ェ
ー
遊
び
を
止
め
ま
す
よ
う
に
」、「
亭
主

が
坑
内
で
怪
我
を
し
ま
せ
ぬ
よ
う
に
」、「
お
父
さ
ん
が
よ
く
な
り
ま
す
よ

う
に
。
死
ぬ
と
貧
乏
に
な
る
か
ら
あ
の
人
（
注
・
彼
氏
の
こ
と
か
）
は
私

を
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。」、「
怪
我
人
を
出
し
て
今
日
た
い
へ
ん
叱
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
首
を
切
ら
れ
ぬ
よ
う
に
お
助
け
下
さ
い
。」
と
願
い

が
続
く
。

・
最
後
は
「
我
事
を
忘
れ
て
人
の
た
め
世
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
と
決
心
し

ま
し
た
。
ど
う
か
お
助
け
下
さ
い
。」
と
い
う
殊
勝
な
願
い
に
対
し
て
神

様
が
「
フ
ー
ン
今
の
世
の
中
に
奇
特
の
至
り
だ
。
ヨ
シ
今
か
ら
八
百
万
の

神
達
に
電
報
打
っ
て
キ
ッ
ト
助
け
て
や
る
。」
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
回
答
で

あ
る
。

第
二
章
．
技
術
教
育
に
関
す
る
も
の

一
．
炭
鉱
の
写
真
（
四
百
七
十
～
四
百
七
十
八
）

　
　

「
白
黒
写
真
」（
す
べ
て
裏
焼
き
）

　

坑
口
と
ボ
タ
山
、
山
の
神
社
の
鳥
居
、
人
車
に
乗
る
坑
夫
た
ち
、
鉄
道
線

路
、
建
物
、
坑
夫
と
家
族
、
器
具
の
点
検
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

・
災
害
で
死
亡
す
る
こ
と
は「
天
皇
陛
下
に
不
忠
」「
国
家
の
た
め
損
失
」「
一

身
一
家
の
不
幸
」
な
ど
と
あ
り
、当
時
の
時
代
風
景
が
感
じ
ら
れ
る
。「
日

本
精
神
」
と
い
う
死
語
も
あ
る
。

九
．
安
全
運
動
ポ
ス
タ
ー
（
外
国
人
）（
三
百
六
十
～
三
百
九
十
一
）
写
真
④

　
　

「
色
付
き
絵
」

　

坑
内
作
業
お
よ
び
機
械
作
業
で
の
災
害
発
生
状
況
が
表
情
も
リ
ア
ル
に
描

か
れ
て
い
る
。

・
日
本
語
の
文
章
が
つ
い
て
い
る
も
の
、
外
国
語
（
ド
イ
ツ
語
）
の
ま
ま
の

も
の
も
あ
る
。

・
入
手
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
前
の
輸
入
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
の
は
極
め

て
珍
し
い
。

十
．
安
全
教
育
資
料
（
三
百
九
十
二
～
四
百
二
十
八
）

　
　

「
白
黒
絵
」

　

坑
内
作
業
の
注
意
事
項
が
安
全
行
動
と
不
安
全
行
動
の
対
比
形
式
も
含
め

て
描
か
れ
て
い
る
。

十
一
．
精
神
修
養
資
料
（
明
る
い
世
界
と
暗
い
世
界
）（
四
百
二
十
九
～
四
百
四
十
七
）

　
　

「
白
黒
絵
」

　
　
　
　

家
庭
と
職
場
生
活
の
中
で
の
心
が
け
が
対
比
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

・
結
論
が
「
自
発
的
運
動
（
保
安
と
能
率
・
精
神
修
養
）」「
労
使
協
調
」
で

あ
る
と
こ
ろ
に
安
全
運
動
の
背
景
が
表
わ
れ
て
い
る
。
写
真
⑤

・
最
後
の
締
め
が
「
大
日
本
帝
国
万
歳
」「
天
皇
陛
下
万
歳
」
で
あ
る
と
こ
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五
．
数
表
（
五
百
四
十
七
～
五
百
五
十
四
）

　
　

「
数
表
」

　

鉄
管
内
の
流
量
お
よ
び
損
失
図
表
、
グ
ラ
フ
、
低
圧
の
飽
和
蒸
気
に
関
す

る
表
、
飽
和
蒸
気
の
表
、
災
害
事
変
統
計
表
（
大
正
十
四
年
一
九
二
五
～
昭

和
四
年
一
九
二
九
・
福
岡
鉱
山
監
督
局
）、
ガ
ス
炭
塵
爆
発
統
計
表
（
大
正

九
年
一
九
二
〇
～
昭
和
四
年
一
九
二
九
・
福
岡
鉱
山
監
督
局
）、
爆
発
と
時

間
と
の
関
係
、
ガ
ス
爆
発
原
因
・
責
任
別
統
計
表
（
大
正
十
年
一
九
二
一
～

昭
和
五
年
一
九
三
〇
）

　
　
　

・
福
岡
鉱
山
監
督
局
作
成
の
統
計
表
で
あ
る
。

六
．
地
質
関
係
の
図
（
五
百
五
十
五
～
五
百
七
十
一
）

　
　

「
図
面
」
お
よ
び
「
白
黒
写
真
」（
す
べ
て
裏
焼
き
）

　

石
炭
に
顕
わ
れ
た
年
輪
の
図
（
初
代
校
長
山
田
邦
彦
博
士
の
名
あ
り
）、

地
層
の
露
出
、
地
層
の
図
、
木
曽
川
の
寝
覚
め
の
床
、
古
代
の
森
林
の
絵
図
、

玄
武
岩
の
柱
状
節
理
（
朝
鮮
）、
砂
岩
の
柱
状
節
理
、
地
質
用
羅
針
盤
、
地

層
図
、妙
義
山
の
第
一
石
門
、世
界
地
図
と
大
褶
曲
面
な
ど
の
図
お
よ
び
写
真
。

　
　
　

・
地
質
学
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

七
．
機
械
お
よ
び
器
具
の
図
面
（
独
文
）（
五
百
七
十
二
～
六
百
十
二
）

　
　

「
図
面
」
お
よ
び
「
白
黒
写
真
」
数
枚

　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
、
文
章
は
ド
イ
ツ
語
。

（
一
）
炭
鉱
の
写
真
、
鉱
山
機
械
の
写
真
、
炭
鉱
と
地
層
の
全
体
図
、
炭
車
・
削
岩

機
の
先
端
・
石
炭
箱
・
安
全
燈
な
ど
の
立
体
図
。

（
二
）
機
械
器
具
類
の
平
面
図

　
　

「
白
黒
写
真
」（
表
焼
き
）

　
　
　
　

三
菱
高
島
礦
業
所
端
島
坑
の
九
階
建
社
宅
と
全
景
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

・
当
時
は
最
新
鋭
の
炭
鉱
設
備
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
．
炭
鉱
機
械
器
具
の
写
真
（
四
百
七
十
九
～
四
百
九
十
一
）

　
　

「
白
黒
写
真
」

　

電
動
機
、
安
全
燈
、
プ
ラ
グ
、
安
全
燈
の
炎
の
状
態
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て

い
る
。

三
．
採
鉱
法
に
関
す
る
図
面
（
四
百
九
十
二
～
五
百
八
）

　
　

「
図
面
」（
す
べ
て
裏
焼
き
）

　

カ
タ
リ
ナ
炭
坑
の
混
合
充
填
法
、
フ
ェ
ル
ゼ
ン
炭
坑
の
片
磐
向
き
単
面
長

壁
法
、
プ
ロ
ス
パ
ー
炭
坑
の
昇
り
向
き
単
面
長
壁
法
、
タ
タ
バ
ン
ヤ
炭
坑
の

清
浄
池
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
炭
鉱
ド
リ
カ
ー
ド
鉱
の
給
砂
装
置
な
ど
外
国
炭

鉱
の
図
面
の
ほ
か
、
採
掘
法
・
地
層
の
図
面
。

・
採
掘
法
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

四
．
機
械
類
の
図
面
（
五
百
九
～
五
百
四
十
六
）

　
　

「
図
面
」（
す
べ
て
裏
焼
き
）

（
一
）
電
動
機
、
蓄
電
池
機
関
車
、
架
空
線
式
電
車
、
ポ
ン
プ
、
削
岩
機
の
先
端
な

ど
の
立
体
図
。

（
二
）
炭
車
の
車
輪
な
ど
機
械
類
の
平
面
図
。

・
機
械
工
学
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
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・
ド
イ
ツ
語
の
炭
鉱
、
機
械
工
学
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。

八
．
絵
図
（
独
文
）（
六
百
十
三
～
六
百
十
七
）

　
　

「
絵
図
」

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
、
文
章
は
ド
イ
ツ
語
。

　

古
代
の
森
林
（
石
炭
の
原
材
）、
人
骨
の
化
石
、
中
世
の
作
業
風
景
（
馬

お
よ
び
人
力
）

　
　
　

・
ド
イ
ツ
語
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

九
．
機
械
お
よ
び
器
具
の
図
面
（
英
文
）（
六
百
十
八
～
六
百
七
十
一
）
写
真
⑥

　
　

「
図
面
」
お
よ
び
「
白
黒
写
真
」
数
枚

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
、
文
章
は
英
語
。

（
一
）
電
動
機
・
機
械
器
具
・
測
量
機
械
・
安
全
燈
な
ど
の
立
体
図
。
機
械
の
写
真
。

（
二
）
機
械
器
具
類
の
平
面
図

　
　
　

・
英
語
の
機
械
工
学
の
教
科
書
か
ら
複
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

十
．
数
表
（
六
百
七
十
二
～
六
百
九
十
四
）

　
　

「
数
表
」

　
　
　

・
一
枚
を
除
き
す
べ
て
裏
焼
き
、
文
章
は
英
語
。

　
　
　

・
表
焼
き
の
一
枚
に
は
数
表
の
下
に
流
水
の
絵
図
が
あ
る
。

十
一
．
結
晶
図
（
六
百
九
十
五
～
七
百
十
九
）

　
　

「
結
晶
の
図
面
」

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
、
文
章
は
英
語
。

十
二
．
そ
の
他
図
面
（
七
百
二
十
～
七
百
三
十
）

　
　

「
各
種
の
図
面
」

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
。

（
一
）
日
本
周
辺
の
図
面
、
逆
断
層
・
正
断
層
の
図
面
、
貝
殻
の
絵
図

　
　
　

・
文
章
は
英
語
。

（
二
）
図
形
、
機
械
の
立
体
図
お
よ
び
平
面
図
、
二
人
で
作
業
中
の
写
真
、
和
同
開

○
（
珍
の
俗
字
）
の
写
真

十
三
．
火
薬
実
験
写
真
（
七
百
三
十
一
～
七
百
五
十
四
）

　
　

「
火
薬
の
爆
発
実
験
の
写
真
」

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き
。

十
四
．
そ
の
他
（
七
百
五
十
五
～
七
百
六
十
六
）

　
　

「
土
質
の
写
真
」

　
　
　

・
す
べ
て
裏
焼
き

　
　
　
　

土
、
円
筒
形
の
土
に
硬
貨
を
刻
印
、
土
器
な
ど
。

─ 35 ─



第
三
章
．
一
般
教
養
に
関
す
る
も
の

一
．
軍
事
資
料

（
一
）
日
本
陸
軍
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
（
七
百
六
十
七
～
七
百
七
十
五
）
写
真
⑦

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　
　

日
露
戦
争
・
奉
天
入
城
図
（
出
典
・
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵
画
館
壁
画
）。

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　

昭
和
時
代
・
出
征
兵
士
を
駅
で
送
る
家
族
、
時
代
不
明
・
氷
結
せ
る
遼
河

を
渡
る
部
隊
、
日
露
戦
争
・
旅
順
戦
の
後
に
水
師
営
で
会
見
す
る
乃
木
将
軍

と
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
、日
露
戦
争
・
奉
天
に
集
結
し
た
二
元
帥
（
大
山
・
山
県
）

六
大
将
（
児
玉
・
黒
木
・
奥
・
乃
木
・
野
津
・
川
村
）、
時
代
不
明
・
騎
兵

の
雪
中
突
撃
、
昭
和
時
代
・
鉄
道
守
備
隊
の
活
躍
、
昭
和
時
代
・
歩
兵
の
突
撃
。

（
二
）
日
本
陸
海
軍
の
現
状
に
関
す
る
資
料
（
七
百
七
十
六
～
七
百
八
十
七
）

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　
　
　

・
上
海
事
変
（
昭
和
七
年
一
九
三
二
）
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

兵
火
に
か
か
る
民
家
（
陸
軍
兵
士
が
見
え
る
）、
塹
壕
内
で
休
息
す
る
陸

軍
兵
士
、
突
撃
す
る
陸
軍
兵
士
、
上
海
市
街
戦
の
海
軍
陸
戦
隊
兵
士
と
軍
用

車
両
、
上
海
の
埠
頭
、
機
関
銃
射
撃
す
る
陸
軍
兵
士
。

　

雪
中
に
活
躍
す
る
騎
兵
伝
令
お
よ
び
民
家
屋
上
の
機
関
銃
の
写
真
に
つ
い

て
は
防
寒
服
装
を
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
前
年
の
満
洲
事
変
の
可
能
性
も
あ

る
。

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　

・
近
代
の
海
戦
を
説
明
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

海
上
の
軍
艦
と
上
空
を
飛
行
す
る
複
葉
機
、
海
上
の
軍
艦
と
上
空
を
飛
行

す
る
飛
行
船
・
航
空
機
。

（
三
）
上
海
事
変
の
肉
弾
三
勇
士
に
関
す
る
資
料
（
七
百
八
十
八
～
七
百
九
十
三
）

　

歩
兵
の
突
撃
路
を
開
く
た
め
敵
陣
に
爆
弾
筒
を
か
か
え
て
突
入
し
自
爆
し

て
当
時
大
き
く
報
道
さ
れ
た
肉
弾
三
勇
士
を
紹
介
す
る
も
の
。

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　
　
　
　

北
川
・
作
江
・
江
下
の
三
伍
長
（
戦
死
後
特
進
）
の
肖
像
。

　
　

「
色
付
き
絵
」

　
　
　
　

敵
陣
に
迫
る
三
勇
士
を
描
い
た
も
の
。

・
筑
豊
鉱
山
学
校
に
お
け
る
軍
事
教
育
の
参
考
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

二
．
赤
穂
義
士

・
今
日
と
違
っ
て
当
時
は
誰
で
も
知
っ
て
い
た
赤
穂
義
士
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

紙
芝
居
的
に
作
成
し
た
も
の
で
娯
楽
的
要
素
が
強
い
。
入
手
作
成
経
緯
は

不
明
だ
が
修
身
の
時
間
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
一
）「
色
付
き
絵
」（
七
百
九
十
四
～
八
百
十
一
、
丸
形
と
四
角
形
が
あ
る
）

　
「
赤
穂
義
士
」
と
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
、
江
戸
城
内
松
の
廊
下
で
の
浅
野

内
匠
頭
の
吉
良
上
野
介
へ
の
刃
傷
（
本
伝
）、
負
傷
し
た
吉
良
上
野
介
（
本

伝
）、
田
村
邸
で
切
腹
へ
向
か
う
浅
野
内
匠
頭
を
見
送
る
片
岡
源
五
右
衛
門

（
本
伝
）、
浅
野
内
匠
頭
の
切
腹
（
本
伝
）、
赤
穂
城
へ
急
ぐ
早
駕
籠
（
本
伝
）、

協
議
す
る
大
石
内
蔵
助
ら
浅
野
家
家
臣
（
本
伝
）、
祇
園
一
力
茶
屋
で
遊
興

す
る
大
石
内
蔵
助
（
本
伝
）、
大
石
内
蔵
助
に
近
づ
く
村
上
喜
剣
（
本
伝
）、

大
石
内
蔵
助
と
長
男
主
税
（
本
伝
）、
手
紙
を
読
む
大
石
内
蔵
助
（
本
伝
）、

槍
の
名
人
俵
星
玄
蕃
と
蕎
麦
屋
に
変
じ
た
杉
野
十
平
次
（
義
士
銘
々
伝
）、

─ 36 ─



に
贈
位
、
五
庄
屋
の
事
蹟
よ
り
学
ぶ
べ
き
こ
と
。

（
二
）「
色
付
き
絵
」（
八
百
三
十
六
～
八
百
七
十
五
）
写
真
⑧

　

水
勢
逆
流
す
、
五
庄
屋
の
寛
懐
、
郡
奉
行
の
検
見
、
五
庄
屋
と
沿
岸
庄
屋

と
の
対
話
、
大
庄
屋
の
調
停
、
五
庄
屋
の
血
判
、
五
庄
屋
の
実
地
測
量
、
水

路
工
事
場
（
一
）、
水
路
工
事
場
（
二
）、
水
路
工
事
場
（
三
）、
人
夫
召
集
の

図
、
工
事
落
成
（
一
）、
工
事
落
成
（
二
）、
五
庄
屋
の
恩
賞
拝
辞
、
五
庄
屋

の
追
賞
（
明
治
四
十
四
年
一
九
一
一
従
五
位
の
贈
位
と
水
神
社
へ
の
合
祀
）。

（
三
）「
図
面
」（
八
百
七
十
六
～
八
百
八
十
）

　

筑
後
川
流
域
図
（
久
留
米
東
部
）、
浮
羽
郡
と
朝
倉
郡
の
境
界
の
大
石
井

堰
お
よ
び
水
道
の
図
面
、
長
野
井
堰
お
よ
び
水
道
の
図
面
。

（
四
）「
色
付
き
写
真
」（
八
百
八
十
一
～
八
百
八
十
六
）

　

浮
羽
郡
大
石
水
道
口
全
景
、
浮
羽
郡
大
石
の
筑
後
川
大
堰
全
景
、
浮
羽
郡

長
野
の
水
神
社
。

四
．
通
潤
橋
の
架
設
者
布
田
安
之
助
（
八
百
八
十
七
～
八
百
九
十
一
）

・
前
項
と
同
じ
治
水
工
事
に
苦
心
し
た
修
身
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　
　

「
白
黒
文
章
」

　
　
　
　

責
任
観
念
・
通
潤
橋
の
架
設
者
布
田
安
之
助
翁
の
事
蹟
。

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　
　
　
　

布
田
安
之
助
翁
の
顕
徳
碑
、
通
潤
橋
か
ら
の
放
水
。

五
．
全
国
各
地
の
名
所
（
八
百
九
十
二
～
九
百
十
三
）

　
　
　

・
地
理
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

橋
の
上
で
俳
人
宝
井
其
角
と
会
う
煤
払
い
売
り
に
変
じ
た
大
高
源
吾
（
義
士

銘
々
伝
）、
東
海
道
で
人
足
に
か
ら
ま
れ
る
が
耐
え
る
神
埼
与
五
郎
（
義
士

銘
々
伝
・
神
崎
東
下
り
）、
商
人
に
変
じ
て
大
工
の
娘
か
ら
吉
良
邸
の
図
面

を
入
手
す
る
岡
野
金
右
衛
門
（
義
士
銘
々
伝
）、
大
根
売
り
に
変
じ
た
勝
田

新
左
衛
門
と
妻
の
父
大
竹
重
兵
衛
（
義
士
銘
々
伝
）、
浅
野
内
匠
頭
未
亡
人

瑶
泉
院
に
暇
を
告
げ
る
大
石
内
蔵
助
（
本
伝
・
南
部
坂
雪
の
別
れ
）、
吉
良

邸
討
入
り
（
本
伝
）。

（
二
）「
色
付
き
写
真
」（
八
百
十
二
～
八
百
十
八
）

　

大
石
内
蔵
助
旧
邸
長
屋
門
（
赤
穂
市
）、
泉
岳
寺
中
門
、
泉
岳
寺
の
赤
穂

義
士
墓
所
門
、
赤
穂
義
士
墓
所
、
大
石
内
蔵
助
墓
碑
、
天
野
屋
利
兵
衛
墓
碑

（
泉
岳
寺
義
士
墓
所
門
前
）、
義
士
木
像
（
泉
岳
寺
）。

三
．
五
庄
屋
の
話
（
水
路
工
事
）

・
農
業
用
水
確
保
の
た
め
筑
後
川
の
水
を
引
く
灌
漑
工
事
を
遂
行
し
た
筑
後

浮
羽
郡
の
庄
屋
た
ち
の
話
を
紙
芝
居
的
に
作
成
し
た
も
の
で
教
訓
的
要
素

が
強
い
。
修
身
の
時
間
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
第

二
代
福
田
校
長
の
出
身
地
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
関
係
か
ら
入
手
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
一
）「
白
黒
文
章
」（
八
百
十
九
～
八
百
三
十
五
、
丸
形
と
四
角
形
が
あ
る
）

　
「
村
の
生
命
」と
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
、五
人
の
庄
屋
の
氏
名
紹
介
と
目
的
、

五
庄
屋
の
行
動
、
水
路
沿
岸
諸
村
の
反
対
、
反
対
庄
屋
と
の
対
立
、
誓
詞
血

判
、
他
庄
屋
の
加
入
申
込
と
大
庄
屋
の
斡
旋
、
工
事
起
工
、
工
事
中
の
故
障
、

五
庄
屋
の
悲
壮
の
大
決
心
、
第
二
期
工
事
、
村
人
の
美
談
、
工
事
完
成
、
和

歌
と
漢
詩
、
五
庄
屋
藩
府
の
恩
賞
を
辞
す
、
神
社
建
立
と
五
庄
屋
・
郡
奉
行
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「
白
黒
文
章
」

　
　
　
　

日
本
三
景
（
タ
イ
ト
ル
・
写
真
は
な
い
）、
国
立
公
園
（
タ
イ
ト
ル
）。

　
　

「
色
付
き
写
真
」

　

海
岸
の
海
女
（
場
所
不
明
）、雲
仙
岳
躑
躅
畑
（
長
崎
県
）、五
郎
ケ
滝
（
通

潤
橋
の
す
ぐ
下
流
、
熊
本
県
）、
十
和
田
湖
（
青
森
県
）、
奥
入
瀬
渓
谷
（
青

森
県
）、
吉
野
山
（
奈
良
県
）、
滝
（
場
所
不
明
）、
沈
堕
の
滝
（
豊
後
の
ナ

イ
ア
ガ
ラ
、
大
分
県
）、
島
原
海
岸
（
長
崎
県
）、
宮
城
二
重
橋
（
東
京
都
）、

靖
国
神
社
？
明
治
神
宮
？
の
鳥
居
（
東
京
都
）、
神
社
（
場
所
不
明
）、
池
と

橋
（
場
所
不
明
）、
香
椎
宮
（
福
岡
県
）、
太
宰
府
神
社
本
殿
・
神
橋
・
神
木

飛
梅
（
福
岡
県
）、
水
前
寺
公
園
（
熊
本
県
）、
熊
本
城
（
熊
本
県
）、
泉
岳

寺
義
士
館
（
東
京
都
）。

第
四
章
．
そ
の
他
（
作
成
目
的
不
明
）

・
教
材
と
は
思
え
ず
、
個
人
的
な
も
の
が
な
ぜ
ガ
ラ
ス
板
写
真
と
し
て
保
存

さ
れ
た
の
か
謎
で
あ
る
。

一
．
家
族
の
写
真
（
九
百
十
四
～
九
百
三
十
三
）

二
．
そ
の
他
雑
多
（
九
百
三
十
四
～
九
百
五
十
）

　

逓
信
大
臣
野
田
卯
太
郎
の
色
紙
、
老
母
か
ら
五
十
歳
の
息
子
へ
の
手
紙
、
御
製
の

和
歌
、
政
治
家
床
次
竹
二
郎
の
色
紙
、
水
栽
培
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
写
真
（
昭
和
十
三

年
一
九
三
八
）、
正
座
し
た
武
士
の
絵
、
港
と
汽
船
の
写
真
、
漏
電
に
よ
る
発
破
の

災
害
図
、
家
族
の
写
真
、
乗
馬
武
人
の
彫
刻
、「
を
わ
り
」
の
文
字
。

以
上
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写真①　安全週間のポスター
　　　（災害を防止せよ）写真②　菊池庄吉の表彰を伝える新聞記事（鉱山美談）
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写真③　坑内での災害発生状況（爆発）

写真⑤　安全活動の結論（自発的活動と労使協調）

写真④　外国の安全ポスター（ドイツ語）
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写真⑦　明治三十八年七月、奉天に集結した二元帥六大将
　　　（右から川村・児玉・乃木・奥の四大将、大山元帥・山県元帥、野津・黒木の二大将）

写真⑧　五庄屋の話・大庄屋の調停（色付き絵）

写真⑥　測量器（坑内で使用するもの）


